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平成２５年度　垂水市総合防災訓練

　自主防災組織とは、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考え方に基づいて、自主的に防災活動を行う組織です。
　自治会、町内会または小学校区単位などで結成され、訓練などの活動を通して地域の防災力を高め、災害時には地域の人が
お互いに助け合うことで被害をより少なくすることにつながります。

自分や家族でできる日ごろからの備え
防災マップを作ろう 連絡網を作ろう

　雨風が強くなる前、暗くなる前に、
地域の人たちと協力し、早めの避難
を心がけましょう。

　大規模災害時に備えて、３日分程
度の食料・飲料水
や携帯ラジオ、懐
中電灯などの非常
持出品を用意して
おきましょう。

　災害時には、思いがけない場所
が危険箇所となり得るため、日ごろ
から地域のことを確認しておきま
しょう。

　地域や県、市町村が行う訓練・研修
に積極的に参加して、防災に関する知
識を習得するようにしましょう。

非常持出品を用意しよう 危険箇所を知ろう

訓練や研修に参加しよう

早めの避難を心がけよう

地域や自主防災組織での備え

災害時の活動

迅速かつ
安全な
避難を

日ごろから
訓練を

　地域の防災マップ
を作成して、災害時の
地域の弱点を知り、
避難の際に活用しま
しょう。

家族で話し合おう
　災害時の役割分担、避難場所、連
絡方法などを事前に話し合って決め
ておきましょう。

家族の
防災会議

　自分たちの地域は自分たちで守
るという活動に積極的に参加、協力
するようにしましょう。

自主防災組織に参加しよう

地域で
協力

　災害時に支援が必要な人にも、
災害に関する情報
が確実に伝達でき
る体制を作りま
しょう。

避難体制を作ろう 訓練や研修を行おう
　隣近所の住民への
声かけなど地域ぐる
みの避難体制を作り
ましょう。

　地域住民が参加する防災訓練
や研修を積極的に
行い、防災意識の
高揚と知識の習
得・共有を図りま
しょう。

協力して避難しよう災害応急対策を行おう
　隣近所の人など地域の人が協力
して、初期消火や救助などの応急対
策を行いましょう。

みんなで
協力

　高齢者や子ども、障害者、疾病者な
ど災害時の避難に支援が必要な人を
地域の人たちで支え合って、避難しま
しょう。

地域で
支え合い

自主防災
組織って？

日ごろの備えが自分を守る
~家族や地域で防災について考えよう~

１～２面
３面

　４面

日ごろの備えが自分を守る
子ども・子育て支援
情報ボックス／特産品プレゼント


